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■緊急事態を支える「予備自衛官等」
　国家の緊急事態などに戦力を増
強する、いわゆる予備役制度とし
て、日本では「予備自衛官等制度」
が設けられている。普段は社会人
や学生としてそれぞれの職業に従
事しながら、一方では自衛官とし
て必要とされる能力を維持するた
めの訓練を積み重ねている。そし
て、大規模な災害などの国の非常
時には、防衛招集や災害招集など
に応じて出頭し、自衛官として活
動する。予備自衛官等（予備自衛
官および即応予備自衛官）は、実
際に平成 23 年 3 月の東日本大震
災で制度発足以来初の災害招集を
受け、給水支援や入浴支援、物資
輸送などの被災者の生活支援活動
や捜索活動等、また技能を活かし
て米軍の通訳、医療などの活動を

行った。本年 1月に発生した能登
半島地震においても派遣され、現
地で活躍している。

■「予備自衛官補」制度の概要
　この予備自衛官等に自衛官未経
験者でもなれるのが「予備自衛官
補」制度だ。予備自衛官補は一般
公募と技能公募の二つのコースが
あり、所要の教育訓練を経た後、
予備自衛官として任用される。一
般公募は駐屯地の警備や後方支援
等の活動を実施し、前述の現職自
衛官の勢力の補完を担う。他方、
技能公募は語学や医療、整備など
の資格を活かした活動が期待され
ている。
　予備自衛官補は、一般公募であ
れば 18 歳以上 52 歳未満の日本
国籍を有する者が応募対象だ。予

備自衛官補の身分は「非常勤の特
別職国家公務員」であり、教育訓
練に参加すれば日額 8,800 円が
支給される仕組みとなっている。
万が一公務に起因する負傷等が発
生した場合は、自衛官と同様の補
償を受けることが可能だ。
　予備自衛官補の訓練には大学生
のほか、さまざまな年齢・職業・
志望理由を持った人々が参加して
おり、彼ら・彼女らと知り合うこ
とで社会人としての視野が広がる
と共にリーダーシップを学ぶこと
ができるだろう。実際に予備自衛
官補となった大学生の中には、大
学卒業後に正規に「自衛官」の道
に進む者も少なくない。
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を
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ベ
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宮
城
学
院
女
子
大
学
（
仙
台

市
）
の
生
活
科
学
部
食
品
栄
養
学

科
は
1
月
16
日
、
ブ
ラ
ン
チ
仙
台

（
同
）
に
あ
る
「
ま
ち
づ
く
り
ス

ポ
ッ
ト
」
に
お
い
て
〝
こ
ん
に
ゃ

く
ベ
ー
グ
ル
サ
ン
ド
〞
の
商
品
開

発
発
表
会
を
行
っ
た
。

　
同
学
科
の
学
生
は
、
昨
年
春
よ

り
「
石
窯
パ
ン
工
房
ば
ー
す
で

い
」（
宮
城
県
宮
城
郡
利
府
町
）

と
連
携
し
て
こ
ん
に
ゃ
く
ベ
ー
グ

ル
サ
ン
ド
の
レ
シ
ピ
開
発
を
検
討

し
て
き
た
。
石
窯
パ
ン
工
房
ば
ー

す
で
い
が
開
発
し
た
こ
ん
に
ゃ
く

ベ
ー
グ
ル
は
通
常
の
ベ
ー
グ
ル
に

比
べ
て
食
物
繊
維
が
多
く
含
ま
れ

て
お
り
、
炭
水
化
物
量
が
少
な
く

な
っ
て
い
る
。
今
回
同
学
科
の
学

生
は
、
こ
の
こ
ん
に
ゃ
く
ベ
ー
グ

ル
に
栄
養
的
価
値
を
加
え
た
レ
シ

ピ
を
考
案
。「
か
ぼ
ち
ゃ
ベ
ー
グ

ル
サ
ン
ド
」「
ず
ん
だ
ベ
ー
グ
ル

サ
ン
ド
」「
イ
タ
リ
ア
ン
さ
さ
か

ま
ベ
ー
グ
ル
サ
ン
ド
」「
お
茶
よ

う
か
ん
ベ
ー
グ
ル
サ
ン
ド
」
の
四

つ
の
商
品
を
開
発
し
た
。

　
オ
ー
プ
ン
キ
ャ
ン
パ
ス
で
は
試

食
会
を
開
催
。
高
校
生
の
意
見
を

参
考
に
し
て
何
度
も
試
作
や
製
造

と
の
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
を
重
ね

た
結
果
、
よ
う
や
く
商
品
化
が
か

な
っ
た
と
い
う
。

　
そ
の
後
は
昨
年
10
月
に
開
催
さ

れ
た
「
と
う
ほ
く
パ
ン
フ
ェ
ス
タ

2
0
2
3
」
や
同
大
の
「
大
学
祭

2
0
2
3
」
に
出
店
し
、
販
売
。

11
月
に
は
石
窯
パ
ン
工
房
ば
ー
す

で
い
の
利
府
菅
谷
台
本
店
（
同
）

で
も
販
売
を
行
う
な
ど
、
学
内
に

と
ど
ま
ら
ず
外
部
で
も
積
極
的
に

活
動
を
展
開
し
た
。

　
商
品
開
発
発
表
会
当
日
は
、
開

発
し
た
商
品
に
つ
い
て
の
経
緯
や

苦
労
、
学
ん
だ
こ
と
な
ど
を
発

表
。
イ
タ
リ
ア
ン
さ
さ
か
ま
ベ
ー

グ
ル
サ
ン
ド
の
試
食
も
行
わ
れ
、

「
食
べ
た
こ
と
の
な
い
組
み
合
わ

せ
」「
ク
リ
ー
ム
チ
ー
ズ
と
さ
さ

か
ま
と
ド
ラ
イ
ト
マ
ト
が
マ
ッ
チ

し
て
い
る
」「
聞
い
た
だ
け
で
は

味
が
想
像
で
き
な
い
」
な
ど
、
多

く
の
感
想
が
寄
せ
ら
れ
た
。

　
今
回
の
発
表
を
踏
ま
え
て
さ
ら

に
改
善
を
重
ね
た
商
品
は
、
3
月

16
・
17
日
に
勾こ

う

当と
う

台
公
園
市
民
広

場
（
仙
台
市
）
に
お
い
て
開
催
さ

れ
る
「
食
べ
て
応
援
し
よ
う
！

in

仙
台
2
0
2
4
」
で
販
売
が

予
定
さ
れ
て
い
る
。

　
同
大
の
食
品
栄
養
学
科
で
は
、

学
科
の
学
び
を
活
か
し
た
学
外
活

動
を
活
発
に
行
っ
て
お
り
、
今
後

の
活
動
に
も
期
待
が
高
ま
る
。

　
大
阪
経
済
大
学
（
大
阪
市
）
の

上
宮
智
之
准
教
授
の
ゼ
ミ
ナ
ー
ル

は
、
令
和
5
年
12
月
16
日
に
「
お

お
さ
か
学
生
会
議
」を
主
催
し
た
。

　
こ
の
学
生
会
議
は
複
数
の
大
学

お
よ
び
ゼ
ミ
が
研
究
発
表
を
通
じ

て
意
見
交
換
・
交
流
す
る
場
と
し

て
、
令
和
元
年
よ
り
ホ
ス
ト
校
の

所
在
地
を
そ
の
名
に
冠
し
て
毎
年

開
催
し
て
い
る
も
の
。
そ
れ
以
前

に
行
っ
て
い
た
合
同
ゼ
ミ
も
含
め

れ
ば
、
10
年
以
上
の
歴
史
を
持
つ

研
究
発
表
大
会
と
な
る
。

　
学
生
会
議
最
大
の
特
徴
は
、
学

　
文
教
大
学
東
京
あ
だ
ち
キ
ャ

ン
パ
ス
（
東
京
都
足
立
区
）
で

学
ぶ
国
際
学
部
の
清
水
麻
帆
准

教
授
の
ゼ
ミ
ナ
ー
ル
学
生
は
、

足
立
区
を
イ
メ
ー
ジ
し
た
ク
ラ

フ
ト
ビ
ー
ル
「
ノ
ス
タ
ル
ジ
ッ

ク
ラ
ガ
ー
」
と
「
ゆ
う
ば
れ
エ

ー
ル
」の
商
品
開
発
を
行
っ
た
。

　
ゼ
ミ
ナ
ー
ル
生
は
、「
文
化

と
地
域
創
生
」
を
テ
ー
マ
に
文

化
資
源
の
開
発
や
地
域
活
性
化

を
目
指
し
て
活
動
し
て
い
る
。

そ
の
一
環
と
し
て
、
ク
ラ
フ
ト

ビ
ー
ル
を
扱
う
「
さ
か
づ
き

生
た
ち
が
研
究
発
表
す
る
だ
け
で

な
く
、
各
発
表
を
学
生
た
ち
で
相

互
審
査
し
、
賞
を
決
定
す
る
点
に

あ
る
。
ま
た
、
プ
ロ
グ
ラ
ム
の
決

定
や
当
日
の
司
会
な
ど
の
会
議
運

営
や
進
行
も
、
学
生
た
ち
が
主
体

と
な
っ
て
行
っ
て
い
る
こ
と
に
も

注
目
が
集
ま
る
。

　
令
和
5
年
度
の
お
お
さ
か
学
生

会
議
に
は
、
同
大
か
ら
上
宮
ゼ
ミ

と
下
山
朗
教
授
の
ゼ
ミ
、
関
西
学

院
大
学
（
兵
庫
県
三
田
市
）
の
平

松
燈
教
授
の
ゼ
ミ
、
桃
山
学
院
大

学
（
大
阪
府
和
泉
市
）
の
西
藤
真

一
教
授
の
ゼ
ミ
、
長
崎
大
学
（
長

崎
市
）
の
南
森
茂
太
准
教
授
の
ゼ

ミ
が
参
加
。
集
ま
っ
た
約
90
人
の

学
生
た
ち
が
、
三
つ
の
会
場
に
分

か
れ
て
16
の
研
究
発
表
を
行
っ

た
。
そ
の
内
容
は
多
岐
に
わ
た
っ

て
お
り
、
地
域
活
性
化
、
人
間
行

動
分
析
、
経
済
史
に
関
係
す
る
も

の
が
多
く
見
ら
れ
た
。

　
学
生
た
ち
の
相
互
審
査
の
結

果
、
上
宮
ゼ
ミ
の
「
国
産
ビ
ー
ル

の
父
渋
谷
庄
三
郎
〜
渋
谷
の
ビ

ー
ル
へ
の
想
い
と
は
〜
」
が
最
優

秀
大
賞
に
、
同
じ
く
「
川
口
居
留

地
か
ら
始
ま
る
大
阪
の
機
械
製
氷

Brew
ing

」（
同
）
と
協
働
し

て
、〝
足
立
区
を
イ
メ
ー
ジ
し

た
ク
ラ
フ
ト
ビ
ー
ル
〞
の
商
品

開
発
に
挑
戦
。
実
際
に
ビ
ー
ル

を
醸
造
す
る
の
は
、
さ
か
づ
き

B
rew

ing

で
、
ゼ
ミ
ナ
ー
ル

生
は
味
の
方
向
性
を
決
め
る
商

品
企
画
を
担
当
し
た
。

　
ク
ラ
フ
ト
ビ
ー
ル
は
地
域
の

職
人
が
製
造
し
て
い
る
た
め
、

地
域
固
有
の
も
の
で
あ
り
、

「
足
立
区
に
来
な
け
れ
ば
飲
む

こ
と
が
で
き
な
い
」「
地
域
の

人
た
ち
が
誇
れ
る
ビ
ー
ル
」
に

す
る
こ
と
を
目
指
し
て
活
動
を

開
始
。

　
ゼ
ミ
ナ
ー
ル
生
は
ま
ず
、

「
足
立
区
を
知
る
」
た
め
に
文

献
や
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
の
調

査
、
フ
ィ
ー
ル
ド
ワ
ー
ク
を
実

施
し
、
足
立
区
の
知
識
を
深
め

て
い
っ
た
。
そ
の
後
、
ミ
ー
テ

ィ
ン
グ
を
行
い
、
足
立
区
の
イ

メ
ー
ジ
に
つ
い
て
の
ア
ン
ケ
ー

ト
を
作
成
し
、
幅
広
い
人
々
を

対
象
に
ア
ン
ケ
ー
ト
を
実
施
。

そ
の
際
、
ア
ン
ケ
ー
ト
収
集
の

た
め
の
ポ
ス
タ
ー
も
作
成
し
、

回
答
へ
の
協
力
を
求
め
た
。

〜
忘
れ
ら
れ
た
宗
教
ま
ち
の
製
氷

所
〜
」
が
最
優
秀
賞
に
、
そ
し
て

「
12
代
目
田
辺
五
兵
衛
と
3
つ
の

功
績
〜
道
修
町
へ
の
先
駆
的
視
点

と
時
代
へ
の
対
応
力
〜
」
が
優
秀

賞
に
選
ば
れ
た
。
こ
れ
ら
の
報
告

グ
ル
ー
プ
は
、
10
月
に
同
大
で
行

わ
れ
た
プ
レ
ゼ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン
の

力
を
競
い
合
う
ゼ
ミ
対
抗
イ
ベ
ン

ト
「ZE

M
I-1

グ
ラ
ン
プ
リ
」
に

出
場
し
た
ほ
か
、
12
月
初
旬
に
も

同
志
社
大
学
（
京
都
市
）・
大
阪

公
立
大
学
（
大
阪
市
）
と
の
合
同

ゼ
ミ
を
経
験
。
そ
れ
ら
の
機
会
に

得
た
助
言
を
参
考
に
し
て
研
究
を

深
化
さ
せ
る
な
ど
、
こ
れ
ま
で
の

継
続
的
な
努
力
が
今
回
の
受
賞
に

つ
な
が
っ
た
の
だ
ろ
う
。

　
ま
た
、
研
究
発
表
の
前
に
は
各

ゼ
ミ
代
表
者
に
よ
る
「
ゼ
ミ
紹

介
」
の
プ
レ
ゼ
ン
が
行
わ
れ
、
後

に
は
各
大
学
の
学
生
混
成
チ
ー
ム

を
作
っ
て
の
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン

も
上
宮
ゼ
ミ
の
学
生
が
主
体
と
な

っ
て
実
施
。
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン

で
は
ビ
ン
ゴ
大
会
も
実
施
し
、
景

品
を
め
ぐ
っ
て
盛
り
上
が
り
を
見

せ
る
な
ど
、
充
実
し
た
会
議
内
容

と
な
っ
た
。

　
同
大
で
は
4
年
間
を
通
し
て
ゼ

ミ
を
学
び
の
中
心
に
据
え
て
い

る
。
専
門
的
な
内
容
を
進
ん
で
学

び
取
る
力
の
育
成
と
共
に
、
社
会

と
つ
な
が
る
ゼ
ミ
で
堅
実
な
学
士

力
と
社
会
人
基
礎
力
を
養
う
こ
と

を
目
指
し
て
い
る
。

　
ア
ン
ケ
ー
ト
で
は
、
約

3
8
0
件
の
回
答
を
得
る
こ
と

が
で
き
、
そ
の
結
果
を
も
と

に
、
ど
の
よ
う
な
ビ
ー
ル
に
す

る
の
か
さ
ら
に
話
し
合
い
を
重

ね
た
。
そ
し
て
、「
足
立
区
の

良
さ
を
ど
う
し
て
も
伝
え
た

い
！
」
と
い
う
想
い
か
ら
、
2

種
類
の
ビ
ー
ル
を
作
る
こ
と
に

決
め
、
足
立
区
の
イ
メ
ー
ジ
を

〝
昭
和
レ
ト
ロ
〞
と
〝
銭
湯
〞

に
設
定
。〝
昭
和
レ
ト
ロ
〞
は

「
昔
懐
か
し
い
」「
下
町
・
宿

場
町
」
と
い
う
回
答
が
多
か
っ

た
こ
と
、〝
銭
湯
〞
は
足
立
区

に
銭
湯
が
多
い
こ
と
か
ら
着
想

を
得
て
い
る
。
多
く
の
人
が
足

立
区
を
知
る
き
っ
か
け
に
な
っ

て
欲
し
い
と
い
う
想
い
を
込
め

た
と
い
う
。

　
そ
の
後
は
ク
ラ
フ
ト
ビ
ー
ル

作
り
に
向
け
て
、
準
備
を
進
め

た
。
麦
芽
の
投
入
と
ゆ
ず
の
解

体
を
学
生
ら
が
手
作
業
で
行

い
、
仕
込
み
の
作
業
を
体
験
。

約
1
年
半
の
取
り
組
み
を
経

て
、
つ
い
に
ノ
ス
タ
ル
ジ
ッ
ク

ラ
ガ
ー
と
ゆ
う
ば
れ
エ
ー
ル
の

2
種
類
の
ク
ラ
フ
ト
ビ
ー
ル
が

完
成
の
時
を
迎
え
た
。

　
ノ
ス
タ
ル
ジ
ッ
ク
ラ
ガ
ー

は
、〝
昭
和
レ
ト
ロ
〞
を
イ
メ

ー
ジ
し
て
昔
な
が
ら
の
苦
み
の

あ
る
ビ
ー
ル
の
味
を
再
現
。
ゆ

う
ば
れ
エ
ー
ル
は
、〝
銭
湯
〞

を
イ
メ
ー
ジ
し
て
柑
橘
系
や
檜

の
香
り
が
爽
や
か
な
味
に
仕
上

げ
た
と
い
う
。

　
ク
ラ
フ
ト
ビ
ー
ル
の
完
成
後

は
各
種
イ
ベ
ン
ト
に
参
加
し
、

来
場
者
に
ゼ
ミ
ナ
ー
ル
の
活
動

を
紹
介
し
た
。
昨
年
11
月
18
・

19
日
に
東
京
国
際
フ
ォ
ー
ラ
ム

（
東
京
都
千
代
田
区
）
で
行
わ

れ
た
「
T
O
K
Y
O
周
穫
祭

2
0
2
3
」
の
足
立
区
出
展
ブ

ー
ス
へ
参
加
し
、
11
月
25
日
に

は
同
大
の
東
京
あ
だ
ち
キ
ャ
ン

パ

ス

で

行

わ

れ

た

「
B
U
N
K
Y
O
校
友
フ
ェ
ス

タ
2
0
2
3
」
に
参
加
。
そ
の

後
は
12
月
2
・
3
日
に
元
渕
江

公
園
（
東
京
都
足
立
区
）
で
開

催
さ
れ
た
「
光
の
祭
典

2
0
2
3
」
に
も
続
け
て
参
加

し
、
ゼ
ミ
ナ
ー
ル
の
ピ
ー
ア
ー

ル
活
動
に
注
力
し
た
。

迷彩用のドーランを体験する訓練の様子迷彩用のドーランを体験する訓練の様子

「予備自衛官補」制度について
特別
連載

自衛隊の多様化する役割を補完

防衛省・自衛隊

商
品
開
発
発
表
会
で
は
、
四

つ
の
ベ
ー
グ
ル
サ
ン
ド
を
紹
介

心
を
込
め
て
つ
く
っ
た
ベ
ー
グ

ル
サ
ン
ド
を
一
般
向
け
に
販
売

　
厚
生
労
働
省
と
文
部
科
学
省
は

1
月
26
日
、「
令
和
5
年
度
大
学

等
卒
業
予
定
者
の
就
職
内
定
状
況

調
査
（
12
月
1
日
現
在
）」
の
結

果
を
公
表
し
た
。
こ
れ
は
、
大
学

62
校
、
短
期
大
学
20
校
、
高
等
専

門
学
校
10
校
、
専
修
学
校
（
専
門

課
程
）
20
校
の
計
1
1
2
校
・

6
2
5
0
人
を
対
象
と
す
る
標
本

調
査
だ
。

　
発
表
に
よ
れ
ば
、
就
職
希
望
を

持
つ
大
学
（
学
部
）
の
就
職
内
定

率
は
86
・
0
％
（
前
年
同
期
比

1
・
6
㌽   上
昇
）
だ
っ
た
。
こ
の

う
ち
国
・
公
立
大
学
は
87
・
6
％

（
同
0
・
4
㌽   低
下
）、
私
立
大

学
は
85
・
5
％
（
同
2
・
2
㌽   上

昇
）、
短
期
大
学
は
66
・
7
％
（
同

2
・
7
㌽   低
下
）
だ
っ
た
。

　「
男
女
別
」
で
は
、
男
子
は

85
・
0
％
（
同
2
・
2
㌽   上
昇
）、

女
子
は
87
・
2
％
（
同
0
・
7
㌽   

上
昇
）。
男
子
の
う
ち
国
・
公
立

大
は
85
・
1
％
（
同
1
・
2
㌽
低

下
）、
私
立
大
は
85
・
0
％
（
同

3
・
3
㌽
上
昇
）
だ
っ
た
。
同
様

に
、
女
子
の
う
ち
国
・
公
立
大
は

90
・
6
％
（
同
0
・
7
㌽
上
昇
）、

私
立
大
は
86
・
1
％
（
同
0
・
8

㌽
上
昇
）
だ
っ
た
。

　「
文
理
別
」
で
は
、
文
系
は

86
・
2
％
（
同
2
・
3
㌽   上
昇
）、

理
系
は
85
・
4
％
（
同
1
・
3
㌽   

低
下
）
と
な
っ
た
。

　「
地
域
別
」
で
は
、
就
職
内
定

率
が
高
か
っ
た
地
区
順
に
見
て
い

く
と
、関
東
地
区
が
90
・
6
％
（
同

0
・
7
㌽   上
昇
）
と
最
も
高
い
。

以
下
、中
部
地
区
が
88
・
4
％
（
同

7
・
5
㌽   上
昇
）、
近
畿
地
区
が

84
・
7
％
（
同
4
・
3
㌽   上
昇
）

と
続
い
た
。
最
下
位
に
沈
ん
だ
の

は
北
海
道
・
東
北
地
区
。
77
・
4

％
（
同
5
・
0
㌽   低
下
）
と
前
年

度
よ
り
大
幅
に
低
下
し
た
。

　
大
学
生
の
就
職
内
定
率
は
、
新

型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症

（C
O
V
ID
-19

）
の
感
染
拡
大

の
影
響
を
受
け
た
が
、
令
和
3
年

3
月
卒
業
予
定
者
（
当
時
）
以
降

緩
や
か
な
回
復
が
見
ら
れ
る
。
今

回
の
大
学
（
学
部
）
の
就
職
内
定

率
86
・
0
％
は
、C

O
V
ID
-19

拡
大
以
前
の
平
成
31
年
3
月
卒
業

予
定
者
（
当
時
）
の
就
職
内
定
率

87
・
9
％
へ
と
近
づ
き
つ
つ
あ
る

と
言
え
そ
う
だ
。
社
会
経
済
活
動

の
再
開
と
共
に
優
秀
な
若
手
人
材

を
確
保
し
た
い
企
業
も
多
く
、
令

和
5
年
度
大
学
等
卒
業
予
定
者
の

就
職
を
取
り
巻
く
環
境
は
学
生
優

位
の
〝
売
り
手
市
場
〞
へ
と
変
化

し
て
い
る
と
考
え
て
間
違
い
な
い

だ
ろ
う
。

大
学
生
就
職
内
定
率
86
・
0
％
、

コ
ロ
ナ
禍
前
の
水
準
へ
回
復
基
調

厚
生
労
働
省
・
文
部
科
学
省

　
公
益
財
団
法
人
み
ん
な
の
夢
を

か
な
え
る
会
（
本
部
東
京
・
大
田

区
）
は
昨
年
12
月
1
日
よ
り
、「
高

校
生
み
ん
な
の
夢
A
W
A
R
D
5

全
国
大
会
」
の
エ
ン
ト
リ
ー
を
開

始
し
た
。

　
こ
れ
は
、
未
来
を
担
う
高
校
生

が
社
会
問
題
の
解
決
と
自
ら
の
夢

を
重
ね
、
実
現
す
る
た
め
の
ビ
ジ

ネ
ス
ア
イ
デ
ア
を
策
定
す
る
コ
ン

テ
ス
ト
だ
。
高
校
生
に
「
自
己
の

在
り
方
や
生
き
方
」
と
「
社
会
と

の
関
わ
り
」
を
考
え
る
き
っ
か
け

を
提
供
し
、〝
夢
〞
を
持
っ
て
も

ら
う
こ
と
を
目
的
に
開
催
さ
れ
て

い
る
。

　
対
象
者
は
、
全
国
の
1
〜
3
年

次
の
高
校
生
お
よ
び
高
専
生
。
選

考
基
準
は
、
❶
共
感
性
・
社
会
性

❷
事
業
性
❸
プ
レ
ゼ
ン
テ
ー
シ
ョ

ン
パ
フ
ォ
ー
マ
ン
ス

―
の
三
つ

が
ポ
イ
ン
ト
と
な
る
。
❶
で
は
、

み
な
を
ワ
ク
ワ
ク
さ
せ
て
共
感
で

き
る
こ
と
、
社
会
を
良
く
す
る
も

の
で
あ
る
こ
と
、
S
D
G
s
の
実

現
に
寄
与
し
て
い
る
こ
と
が
重
視

さ
れ
る
。
❷
で
は
、
優
れ
た
ビ
ジ

ネ
ス
モ
デ
ル
で
あ
る
こ
と
、
❸
で

は
制
限
時
間
以
内
に
魅
力
を
感
じ

る
パ
フ
ォ
ー
マ
ン
ス
を
行
う
こ
と

が
求
め
ら
れ
る
。

　
選
考
ま
で
の
流
れ
は
、
ま
ず

「
ソ
ー
シ
ャ
ル
ビ
ジ
ネ
ス
学
習
プ

ロ
グ
ラ
ム
」
を
オ
ン
ラ
イ
ン
で
履

修
し
、
社
会
問
題
や
S
D
G
s
に

つ
い
て
学
ぶ
。
そ
こ
か
ら
、
社
会

問
題
を
解
決
す
る
ビ
ジ
ネ
ス
ア
イ

デ
ア
の
策
定
を
行
い
、
大
会
へ
エ

ン
ト
リ
ー
す
る
こ
と
が
可
能
だ
。

そ
の
後
は
書
類
審
査
の
一
次
選

考
、
5
分
間
の
プ
レ
ゼ
ン
テ
ー
シ

ョ
ン
動
画
審
査
の
二
次
選
考
を
経

て
、
最
終
選
考
に
進
む
10
人
が
決

定
。
10
人
の
フ
ァ
イ
ナ
リ
ス
ト

は
、
事
前
研
修
を
受
け
た
後
、
今

夏
の
8
月
22
日
の
最
終
審
査
に
臨

む
こ
と
に
な
る
。

　
グ
ラ
ン
プ
リ
受
賞
者
に
は
、
発

表
し
た
ビ
ジ
ネ
ス
モ
デ
ル
に
関
連

す
る
国
内
外
の
研
修
旅
行
券
20
万

円
分
が
、
準
グ
ラ
ン
プ
リ
受
賞
者

に
は
、
研
修
旅
行
券
10
万
円
分
が

そ
れ
ぞ
れ
贈
呈
さ
れ
る
。
ま
た
、

学
習
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
受
講
し
て
エ

ン
ト
リ
ー
し
た
高
校
生
全
員
を
対

象
に
、
総
合
型
選
抜
等
に
利
用
で

き
る
「
高
校
生
み
ん
な
の
夢

A
W
A
R
D
5
全
国
大
会
エ
ン
ト

リ
ー
証
明
書
」
が
発
行
さ
れ
、
希

望
進
路
に
進
む
た
め
の
支
援
が
行

わ
れ
て
い
る
の
も
特
徴
だ
。

　
エ
ン
ト
リ
ー
の
締
め
切
り
は
6

月
2
日
ま
で
。
同
じ
志
を
持
つ
全

国
の
高
校
生
と
切
磋
琢
磨
し
た
い

人
は
、
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト
を
チ
ェ
ッ

ク
し
て
お
こ
う
。
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